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○
五
霞
町
の
特
産　
八
つ
頭

八
つ
頭
は
、
親
芋
と
小
芋
が
ひ

と
塊
に
な
り
、
頭
が
八
つ
集

ま
っ
た
よ
う
な
形
が
特
徴
で
す
。

　
里
芋
の
一
種
で
、
主
に
お
せ
ち
料

理
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
高
価

な
食
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
地
元
で
消
費

し
て
い
た
た
め
、
口
に
し
た
こ
と
の

あ
る
人
に
し
か
、
そ
の
美
味
し
さ
は

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
食
感
や
味
は
、
ホ
ク
ホ
ク
と
し
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
甘
み
が
あ
り
、
里
芋

と
は
ひ
と
味
違
っ
た
美
味
し
さ
が
楽

し
め
ま
す
。

○
実
は
お
い
し
い
「
芋
が
ら
」

芋
が
ら
と
は
、
八
つ
頭
の
茎
の

部
分
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
主
に
、
煮
て
食
べ
た
り
、
け
ん
ち

ん
汁
に
入
れ
た
り
し
て
食
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
乾
燥
さ
せ
た
芋
が
ら
は
、
保
存
食

と
し
て
も
大
変
便
利
で
す
。

　
お
店
で
見
か
け
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
、

購
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ．八つ頭料理が食べられるとこ
　　ろはどこですか？

Ａ．道の駅ごかで八つ頭コロッケ
　　を販売していますので、ぜひ、
　　道の駅ごかにご来場ください。

八
つ
頭
作
り
は
種
芋
作
り
が
重
要

　
八
つ
頭
は
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月

中
旬
に
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
八
つ
頭
の
一
部
を
種
芋

と
し
て
ハ
ウ
ス
で
保
存
し
、
翌
年
に

種
芋
を
植
え
、
ま
た
、
翌
年
に
で
き

た
八
つ
頭
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　
種
芋
を
管
理
す
る
の
に
、
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
と
湿
度
の
管
理
を
誤
っ
て

し
ま
う
と
、
種
芋
が
腐
っ
て
し
ま
う

た
め
、
毎
日
注
意
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と“
八
つ
頭
”を
Ｐ
Ｒ

　
収
穫
し
た
八
つ
頭
は
、
ま
ず
、
自

宅
で
食
べ
て
か
ら
道
の
駅
や
商
工
会

へ
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
自
宅
で
食
べ
る
と
き
は
、
け
ん
ち

ん
汁
で
食
べ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
意
外
に
も
、
カ
レ
ー
に
八
つ
頭
を

入
れ
て
も
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
よ
り
ホ
ク
ホ

ク
し
て
い
て
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　
五
霞
町
商
工
会
で
は
、
八
つ
頭
を

“
五
霞
い
も
”
と
し
て
、
コ
ロ
ッ
ケ
な

ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
が
、
八
つ
頭

を
使
っ
た
料
理
が
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
よ
り
多
く
の
料
理
で
八
つ
頭
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。

特集

知ってますか？五霞町の特産“八つ頭”
特集

知ってますか？五霞町の特産“八つ頭”

　　須釜英房さんご夫婦　　
　八つ頭作りは、父親から受
け継ぎ、夫婦仲良く育てて
20年。
　今では、年間約500キロも
収穫できるまでに。
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　11月３日、中央公民館で開催された第14回五霞ふれあい祭りにおいて、“五霞いも（八つ頭）”を使った創作料
理を味わえる『五霞いもフェス』が開催されました。
　当日は、７団体が五霞いもを使った創作料理を提供し、多くの来場者が五霞町特産の五霞いもを堪能しました。

茨城むつみ農協五霞支店
・ＪＡ五霞地区女性部

晃陽看護栄養専門学校

CHITACHITA栗橋店

五霞町食生活改善推進会

熱血！五飯隊

五霞町商工会女性部

ごはんのお店　彩花

ホクホク五霞いもの
手作りコロッケ

秋の味覚満載な
五霞いもが入ったキッシュ

外は“カリッ”と、中は“ふんわり”の
五霞いもボール

五霞いもまんじゅう ごかいもっち

五霞いもコロッケ

五霞ポテトサラダ

五霞いもキッシュ

けんちん汁

GYG ボール
（Goka Yatu Gashiraの頭文字）

お肉や野菜を五霞いもで
包んだあんかけ饅頭

ソースなどで味付けした
五霞いもの芋餅

見た目“アイスクリーム”
のクリーミーなポテサラ

お母さんが作った
昔ながらのけんちん汁

五霞いも　
いいね　

五霞い
も　

おいし
－！

五霞いも
おいしいね　

五
霞
い
も
の

　
　
　
コ
メ
ン
ト
を
ど
う
ぞ
！

五霞いもフェスin五霞ふれあい祭り五霞いもフェスin五霞ふれあい祭り
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＜それいけ！ごかりんバルーン＞
自分だけのオリジナル！ごかりん風船がで
きました。

ごかりんと遊ぶの楽しいな～！

＜五霞町クイズ王決定戦＞
○×クイズで目指せ！豪華景品！

＜五霞いもフェス＞
地元産八つ頭「五霞いも」を使った創作料理
フェスティバルを開催しました。

当日は、たくさんのご来場
ありがとうございました！

＜大王パッケージ㈱＞
段ボールで工作できました。

＜開会セレモニー＞
五霞誕生130周年記念を祝してロケット花火
を発射！！

＜五霞中学校吹奏楽部＞
祭りを盛り上げる吹奏楽が会場に響き渡
りました。

＜よさこい五霞愛好会＞
祭りのフィナーレを飾る「よさこい」が
披露されました。

飲食・体験ブース飲食・体験ブース

ショーエリア・ステージショーエリア・ステージ

第14回五霞ふれあい祭り第14回五霞ふれあい祭り
130周年記念130周年記念五霞誕生五霞誕生

　11月３日、五霞町の秋を彩る食の祭典「第14回五霞ふれあい祭り」が晴天のなか盛大に開催されました。　11月３日、五霞町の秋を彩る食の祭典「第14回五霞ふれあい祭り」が晴天のなか盛大に開催されました。
　当日は「You！食べちゃいなよ!! 」と題し、町の特産品の八つ頭を使った五霞いもフェスや地元産食　当日は「You！食べちゃいなよ!! 」と題し、町の特産品の八つ頭を使った五霞いもフェスや地元産食
材を使った飲食ブースをはじめ、町内企業による体験型ワークショップ、ショーエリアでの趣向を凝ら材を使った飲食ブースをはじめ、町内企業による体験型ワークショップ、ショーエリアでの趣向を凝ら
した演目など、「食べて・見て・遊べる」お祭りを来場者は楽しんでいました。した演目など、「食べて・見て・遊べる」お祭りを来場者は楽しんでいました。
　また、五霞中学校や埼玉純真短期大学のみなさんもプチボランティアとして参加するなど、地域・　また、五霞中学校や埼玉純真短期大学のみなさんもプチボランティアとして参加するなど、地域・
産・官・学が一体となった手作りのお祭りとなりました。産・官・学が一体となった手作りのお祭りとなりました。
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〈茶道講座〉
講座生がその腕前を披露し、立

りゅう
礼
れい
という

椅子に座ったまま楽しむ作法でお茶をい
ただきました。

〈タイ・カービング講座〉
今年度から新しく開講した石けんを華麗
に削るカービング。石けんの香りと華や
かな模様が来場者の方を和ませました。

〈かすみ写真クラブ〉
まるで時間が止まった様な見事な切り口
でとられた写真は、写真と思えない様な
錯覚をおこさせてくれました。

〈美園会〉
三人の子供達による『銀治郎　旅がら
す』堂々とした踊りで観客を魅了してい
ました。　

〈インドア・プランツ〉
特別企画として行ったインドア・プラン
ツとは、室内で楽しめる寄せ植えのこと
です。いろいろな植物にあふれた植木鉢
はまるで宝箱のようでした。

五霞町文化祭五霞町文化祭

五霞誕生五霞誕生

　11月２日、３日の２日間、中央公民館において、文化協会主催による五霞町文化祭が開催されました。　11月２日、３日の２日間、中央公民館において、文化協会主催による五霞町文化祭が開催されました。

　参加団体のみなさんが「きらめく町に　きらめく人と　きらめく心を」の３つの言葉とともに、みな　参加団体のみなさんが「きらめく町に　きらめく人と　きらめく心を」の３つの言葉とともに、みな

さんに楽しんでもらおうと、展示や体験、ステージ発表など工夫を凝らし、たくさんの笑顔であふれるさんに楽しんでもらおうと、展示や体験、ステージ発表など工夫を凝らし、たくさんの笑顔であふれる

楽しい文化祭にすることができました。楽しい文化祭にすることができました。

〈フラダンス講座〉
ステージ発表トップバッターは、赤い花
を身にまとったフラガールたちでした。
会場中に元気を届けました。

〈陶芸クラブ『夢工房』〉
２日に行われた陶芸体験では、初めての
人もそうでない人もみんなで作品作りを
楽しみました。

〈ティンカーベル〉
ミュージックベルと呼ばれる楽器を奏
で、ワンチームで作る素敵な音楽となり
ました。

〈コールみずき〉
お母さんコーラス大会でひまわり賞を受
賞したコールみずき。三曲を歌い、その
美声で講堂をいっぱいにしていました。
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昨
今
、
全
国
的
に
公
共
交
通
離
れ
が
進
み
、

利
用
客
の
少
な
い
路
線
が
廃
止
さ
れ
る
な

ど
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ

を
増
す
一
方
で
す
。
し
か
し
、
通
勤
・
通
学

や
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

公
共
交
通
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
移
動
手
段
と
し
て
公
共
交
通
を
未

来
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
五
霞
町
の
公
共
交
通
網

　
町
の
公
共
交
通
機
関
は
、
決
ま
っ
た
路
線

や
バ
ス
停
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
（
五
霞
・

幸
手
駅
線
）
と
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

ご
か
り
ん
号
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
約
が
あ
っ
た
際
に
出
発
地
か
ら

目
的
地
ま
で
の
運
行
を
行
う
デ
マ
ン
ド
型
の

公
共
交
通
機
関
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
行
っ
て
い
る
空
白
地
有
償
運
送
が
あ
り

ま
す
。

　
町
の
公
共
交
通
の
現
状

　
ご
か
り
ん
号
の
利
用
者
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
は
平
成
30
年

度
ま
で
利
用
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
利
用
者
が
増
加
し
た
こ
と
が

左
の
グ
ラ
フ
か
ら
み
て
と
れ
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
路
線
も
利
用
者
数
は
増
加
し
ま

し
た
が
、
運
行
費
用
で
あ
る
町
負
担
金
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。20,862,234 24,932,247 28,765,003 30,500,000 

11,469 12,801 14,375 17,847

（見込み）
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70,000 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

53,782
55,137 54,456 58,599

町負担金（円）
路線バス（人）
ごかりん号（人）

乗って守ろう！乗って守ろう！

公共交通公共交通
みんなで乗ろう！

町負担金と
利用者数の
推移
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公
共
交
通
の
利
用
者
の
減
少
は
、

運
行
本
数
の
減
少
に
つ
な
が
り
ま

す
。
利
便
性
が
低
下
す
る
と
、
利
用

者
が
さ
ら
に
減
少
す
る
と
い
う
連
鎖

的
な
悪
循
環
に
陥
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、

路
線
そ
の
も
の
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
最
近
は
高
齢
者
に
よ
る

自
動
車
事
故
が
社
会
問
題
化
し
て
お

り
、
運
転
免
許
証
の
返
納
も
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
交
通
手
段

の
確
保
は
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
渋
滞
や
環
境
、
健
康
な
ど

に
配
慮
し
、
自
動
車
に
過
度
に
依
存

す
る
状
態
か
ら
、
公
共
交
通
（
バ

ス
・
電
車
・
タ
ク
シ
ー
）
の
「
か
し

こ
い
使
い
分
け
」
を
家
族
や
地
域
の

み
な
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

公
共
交
通
が

公
共
交
通
が

な
く
な
っ
た
ら

な
く
な
っ
た
ら

大
変
！

大
変
！

運転免許証を返納したら
買い物にも困るなぁ

自転車では遠くて通え
ないし、送り迎えがな
いと通学できないよ

公共交通の公共交通の４４つのメリットつのメリット

渋
滞
の
緩
和

　
マ
イ
カ
ー
の
利
用
者
が
減
少
す
る

と
道
路
の
交
通
量
が
減
り
、
通
勤
時

間
帯
な
ど
で
の
渋
滞
の
緩
和
に
つ
な

が
り
ま
す
。

環
境
に
優
し
い

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
バ
ス

で
あ
れ
ば
自
動
車
の
約
３
分
の
１
、

電
車
で
あ
れ
ば
約
６
分
の
１
で
済
み

ま
す
。

健
康
の
増
進

　
徒
歩
で
の
移
動
距
離
が
短
い
マ
イ

カ
ー
に
比
べ
、
公
共
交
通
を
利
用
す

る
と
バ
ス
停
や
駅
か
ら
の
移
動
で
歩

く
機
会
や
距
離
が
増
え
て
日
常
的
に

運
動
量
が
多
く
な
り
、
健
康
増
進
に

つ
な
が
り
ま
す
。

車
の
維
持
費

　
マ
イ
カ
ー
の
場
合
、
燃
料
代
、
保

険
代
、
税
金
な
ど
合
わ
せ
る
と
１
日

当
た
り
１
，
５
０
０
円
程
度
か
か
り

ま
す
。

※
２
，
０
０
０
cc
の
車
を
想
定

　
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
そ
の
存
続
は
交
通

事
業
者
の
努
力
や
行
政
が
す
べ
て
の
公
共
交
通
を
維
持
す
る

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
住
民·

交
通
事
業
者·

行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

尊
重
し
な
が
ら
、
連
携·
協
力
し
て
公
共
交
通
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



まちのわだい
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令
和
元
年
度
秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表

さ
れ
、
本
町
か
ら
２
名
の
方
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

◯
旭
日
双
光
章

　
横
田
　
勝
利
氏

　
元
栗
橋
在
住
の
横
田
勝
利
氏
が
、

永
年
に
わ
た
る
議
員
と
し
て
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
旭
日
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
横
田
氏
は
、
平
成
３
年
に
五
霞
村

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
平
成
27
年

４
月
ま
で
の
６
期
24
年
の
長
き
に

わ
た
り
在
職
し
、
平
成
11
年
５
月
か

ら
２
年
間
、
五
霞
町
議
会
議
長
と
し

て
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
を

は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
、
環
境
審
議
会
委
員
な
ど
数

多
く
の
要
職
を
多
年
に
わ
た
り
務
め

ら
れ
、
町
政
の
発
展
に
多
大
な
る
貢

献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◯
瑞
宝
単
光
章

　
篠
﨑
　
悦
子
氏

　
大
福
田
在
住
の
篠
﨑
悦
子
氏
が
、

永
年
に
わ
た
る
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め
ら

れ
、
見
識
と
経
験
を
活
か
し
、
貢
献

さ
れ
た
多
く
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
篠
﨑
氏
は
、
昭
和
58
年
１
月
に
民

生
委
員
児
童
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
以

降
、
37
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
地
域

住
民
の
見
守
り
を
は
じ
め
、
支
援
活

動
を
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
19
年
12
月
か
ら
は
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
会

長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

　
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
や
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
上
下
水
道
料
金
な
ど
は
、
私
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
貴
重

な
財
源
で
す
。
指
定
さ
れ
た
納
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
期
限
ま

で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
督

促
や
文
書
催
告
を
送
付
す
る
な
ど
し

て
、
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
は
収
納
強
化
月
間
と

し
て
、
文
書
、
訪
問
及
び
電
話
な
ど

に
よ
る
催
告
や
財
産
差
押
な
ど
の
滞

納
処
分
を
強
化
し
ま
す
。
早
め
の
納

付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
を
放
置
し
て
お
く
と
…

　
町
で
は
、
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た

方
と
の
公
平
性
を
守
る
た
め
、
ま
た

安
定
し
た
税
収
入
を
確
保
す
る
た

め
、
納
税
に
対
し
て
誠
意
の
み
ら
れ

な
い
納
税
者
に
対
し
て
は
財
産
調

査
を
行
い
、
財
産
（
不
動
産
・
預
貯

金
・
給
与
・
売
掛
金
・
生
命
保
険
な

ど
）
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
事
情
の
あ
る
人
は
必
ず
納
税
相
談
を

　
病
気
や
失
業
、
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
の
期
限

内
納
付
が
困
難
な
人
は
、
そ
の
ま
ま

放
置
せ
ず
、
必
ず
町
民
税
務
課
税
務

グ
ル
ー
プ
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
期
間
を
定
め
、
分
割
納
付
な
ど

の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
納
税
は
ロ
座
振
替
が
便
利
で
す

　
町
税
や
上
下
水
道
料
金
の
納
付

は
、
口
座
振
替
が
安
心
で
便
利
で

す
。
納
付
の
た
び
に
、
役
場
や
金
融

機
関
な
ど
に
足
を
運
ぶ
手
間
が
省

け
、
う
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
町
内
の
金
融
機
関
及
び
各
課
窓
口

に
て
、
通
帳
と
届
出
印
を
持
参
の
う

え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
の
取
扱
い
は
指
定
の
金
融
機
関
の

み
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
４
６
６
（
直
通
）

12
月
は
町
税
等
収
納
強
化
月
間
で
す

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

対象税等 町税等 介護保険料 学校給食費 上下水道料金
下水道受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
（役場）

健康福祉課
（役場）

教育委員会
（中央公民館）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ 税務Ｇ 高齢者支援Ｇ 学校教育Ｇ 水　道G

下水道Ｇ

電　話 ☎（84）1966 ☎（84）0006 ☎（84）1462 ☎（84）3000

平成30年度滞納処分執行状況
財産の種類 件　数 換価金額（円）
預貯金 34 2,764,010
給　料 4 2,868,426
年　金 4 3,105,850
不動産 15 0

所得税還付金 18 526,833
その他 10 978,800
合　計 85 10,243,919

※換価の金額は、前年度から継続して差押えている
　案件（給与・年金）も含みます。

秋
の
秋
の

　
叙
勲
・
褒
章

　
叙
勲
・
褒
章
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

女
性
消
防
団
員
が
防
火
紙
芝
居

を
行
い
ま
し
た

行
幸
湖
浮
き
ウ
キ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
に
先

駆
け
て
11
月
５
日
、
女
性
消
防
団
員
の

防
火
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
紙
芝

居
『
も
り
の
し
ょ
う
ぼ
う
だ
ん
』
を
五

霞
幼
稚
園
・
保
育
園
、
川
妻
認
定
こ
ど

も
園
お
ひ
さ
ま
の
園
児
に
行
い
ま
し
た
。

　
万
が
一
、
救
急
車
や
消
防
車
を
呼
ぶ

と
き
に
慌
て
ず
に
１
１
９
番
が
で
き
る

よ
う
に
、
園
児
の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
話
し
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
紙
芝
居
の
ほ
か
、

地
震
や
火
災
か
ら
避
難
す
る
と
き
の「
お

か
し
も
」
の
話
や
、
火
災
の
と
き
に
煙

を
吸
い
込
ま
な
い
で
避
難
す
る
方
法
を

実
演
し
ま
し
た
。

　
１
１
９
番
を
か
け
る
と
き
は
、
救
急

車
か
消
防
車
の
ど
ち
ら
を
呼
ぶ
の
か
、

五
霞
町
か
ら
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
落
ち
着
い
て
正
確
に
い
ば
ら
き
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
10
日
27
日
、
権
現
堂
１
号
公
園
（
久

喜
市
）に
お
い
て
、行
幸
湖
浮
き
ウ
キ
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
近
隣
の
団
体
や
企
業
に

よ
る
体
験
、
飲
食
な
ど
の
16
ブ
ー
ス
が

出
店
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
か
り
ん

な
ど
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
バ
ン
ド
演
奏
等

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

大
勢
の
方
々
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　「
浮
島
づ
く
り
」
で
は
、
五
霞
町
か
ら

も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
合
計
３

基
の
浮
島
を
行
幸
湖
に
進
水
し
ま
し
た
。

　
12
月
1
日
付
け
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
常
に
地
域
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
、
相
談
等
に
応
じ
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
秘
密
は
堅
く
守
り

ま
す
の
で
、
気
軽
に
地
区
担
当
の
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員（敬称略）

武藤　　孝 元栗橋本田地区 ☎（84）1596

猿橋　延保 元栗橋新田地区 ☎（84）0366

印田　義雄 川妻地区 ☎（84）0985

篠﨑　妙子 小手指・両新田地区 ☎（84）1420

松本眞生子 堀之内地区 ☎（84）1004

山本智恵子 新幸谷地区 ☎（84）1485

中山　雅子 小福田地区 ☎（84）2045

篠﨑　悦子 大福田地区 ☎（84）0031

青木とし子 山王山地区 ☎（84）2690

鳩貝　淑子 山王地区 ☎（84）0790

大澤みつ子 江川地区 ☎（84）2887

知久　春男 幸主地区 ☎（84）2904

山下　　薫 冬木地区 ☎（84）2256

中村　紀子 土与部地区 ☎（84）2398

植竹　明美 原宿台1丁目地区 ☎（84）0326

高橋　宏光 原宿台2丁目地区 ☎（84）0882

村瀬　正彦 原宿台3丁目地区 ☎（84）2724

青木　照枝 原宿台4丁目地区 ☎（84）1961

地区担当

岩﨑冨美江 五霞町全地区 ☎（84）2572 宮田　久江 五霞町全地区 ☎（84）3056

主任児童委員

○お問い合わせ　健康福祉課　社会福祉G（内線237）
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消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

県
西
地
区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

台
風
19
号
被
害
に
よ
る
復
興
支

援
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

　
10
月
20
日
、
古
河
市
に
お
い
て
、
10

市
町
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
第
70
回
茨

城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
西

地
区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
第
４
分
団
員
６
名
が
出

場
し
、
半
年
以
上
前
か
ら
練
習
を
積
み

重
ね
た
結
果
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
指
揮
者
　
中
島
　
智
士

　
１
番
員
　
小
澤
　
雄
太

　
２
番
員
　
山
下
賢
太
郎

　
３
番
員
　
中
山
　
力
也

　
４
番
員
　
飯
原
　
一
真

　
補
助
員
　
鈴
木
　
良
丈

■
第
28
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会

○
期
日
　
10
月
６
日

○
場
所
　
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
結
果

　
優
　
勝
　
中
村
・
山
田
ペ
ア

　
準
優
勝
　
丸
山
・
野
中
ペ
ア

　
第
３
位
　
長
島
・
細
井
ペ
ア

■
第
16
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

○
期
日
　
10
月
20
日

○
場
所
　
ご
か
み
ず
べ
公
園

○
参
加
　
31
名

○
結
果
　
　
　
　 

　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
優
　
勝
　
大
野
　
武
巳

　
準
優
勝
　
菅
原
　
武
雄

　
第
３
位
　
鈴
木
　
常
雄

　
10
月
24
日
、
五
霞
町
商
工
会
青
年
部

は
大
子
町
に
お
い
て
、
台
風
19
号
に
よ

る
被
災
地
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
現
地

で
は
、
3
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ

等
の
建
設
重
機
を
持
ち
込
ん
で
の
汚
泥

除
去
作
業
及
び
土
の
う
袋
や
消
毒
剤
の

生
活
支
援
物
資
の
提
供
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
悲
惨
な
現
状
を

目
の
当
た
り
に
し
、
原
状
回
復
は
ま
だ

ま
だ
遠
い
と
感
じ
ま
し
た
」
と
い
う
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
県
内
各
所
か
ら
集
結
し
た
青

年
部
も
復
興
支
援
を
行
い
、
地
元
住
民

の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
商
工
会
青
年
部
と
し
て
、
出

来
る
限
り
の
支
援
に
協
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社
茨
城
工
場
か
ら
寄

附
が
あ
り
ま
し
た

　
10
月
25
日
、
㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社
茨
城

工
場
（
工
場
長
　
太
江
田
　
和
年
氏
）

か
ら
、
第
24
回
ヤ
ク
ル
ト
工
場
祭
の
収

益
の
一
部
を
、
地
域
振
興
の
た
め
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
５
万
円
の
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
厚
志
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

■
第
39
回
体
協
会
長
杯
争
奪
ナ
イ
タ
ー

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
場
所
　
五
霞
中
学
校
野
球
場

○
結
果

　
優
　
勝
　
山
王
山
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
原
宿
台
チ
ー
ム

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果
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人
権
は
身
近
な
も
の
で
す

（
総
務
課
　
人
権
推
進
室
）

　
人
権
と
は
、
私
た
ち
が

幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
権

利
で
、
人
種
や
民
族
、
性

別
を
超
え
て
万
人
に
共

通
し
た
一
人
ひ
と
り
に
備

わ
っ
た
権
利
で
す
。
人
権

は
難
し
い
も
の
と
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
の
生
活
に

密
接
に
関
係
あ
る
こ
と
で
す
。
常
に

関
心
を
も
っ
て
自
分
の
問
題
と
し
て

考
え
て
く
だ
さ
い
。

同
和
問
題
の
解
決
に
は

　
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴

史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
的

差
別
に
よ
っ
て
、国
民
の
一
部
の
人
々

が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文

化
的
に
低
い
状
態
を
強
い
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
同
和
問
題
は
、
こ
れ
ら
の

人
々
が
、
今
な
お
結
婚
を
妨
げ
ら
れ

た
り
、
就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た

り
、
そ
の
他
、
日
常
生
活
の
上
で
い

ろ
い
ろ
な
差
別
を
受
け
る
と
い
う
、

重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
政
府
が
、

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）
以
降
各

種
の
特
別
対
策
を
講
じ
て
き
た
結
果
、

実
態
的
差
別
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
に
は
特

別
対
策
も
終
了
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
に
差
別
事
象
が

後
を
絶
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題

の
解
決
に
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

12  

月
の
行
事
予
定

12  

月
の
行
事
予
定

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
一
層
理
解
を

深
め
、
自
ら
の
意
識
を
見
つ
め
直
す

と
と
も
に
、
自
ら
を
啓
発
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在

す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
進
展
に

伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の

変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
12
月
６

日
に
、
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、

も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、「
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
。

え
せ
同
和
行
為
を
許
さ
な
い

　
え
せ
同
和
行
為
と
は
、
い
か
に
も

同
和
問
題
の
解
決
に
努
力
し
て
い
る

よ
う
に
装
っ
て
不
当
な
寄
附
を
募
っ

た
り
、
高
額
な
書
籍
を
売
り
付
け
た

り
と
い
っ
た
行
為
を
、「
え
せ
同
和
行

為
」
と
い
い
ま
す
。
示
談
金
な
ど
と

称
し
て
不
当
な
金
銭
要
求
を
す
る
こ

と
も
同
様
で
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為

の
横
行
は
、同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ

た
認
識
を
植
え
付
け
、
同
和
問
題
の

解
決
を
拒
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
え
せ
同
和
行
為
に
対
し
て

は
、
行
政
機
関
や
企
業
な
ど
が
密
接

に
連
携
し
、
不
当
な
要
求
に
は
毅
然

と
し
た
態
度
を
取
る
こ
と
な
ど
が
必

要
で
す
。

思いやりの心で
明るい社会を

第
９
回
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
in
五
霞
町
を
開
催
し
ま
す

　
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
in
五
霞
町
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
地
域
の
子

育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
児
童
館

を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
方
の
き
っ
か

け
づ
く
り
や
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気

軽
に
交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
親
子
で
一
緒
に
作
る
簡
単
工
作
や

ゲ
ー
ム
大
会
、０
歳
児
か
ら
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
児
童
館
職
員
に
よ
る
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
「
10
人
の
サ
ン
タ
」
等
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
み

ん
な
で
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
12
月
８
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

○
対
象

　
未
就
学
児
の
親
子
と
そ
の
家
族

○
場
所

　
ご
か
西
児
童
館

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ご
か
西
児
童
館

　
☎

（84）
２
３
２
１

※
12
月
７
日
㈯
は
、
第
９
回
子
育
て
応

　
援
フ
ェ
ス
タ
準
備
の
た
め
西
児
童
館

　
は
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

〔昨年度の子育て応援フェスタの様子〕

西児童館　　　　☎（84）2321
・ドッジボール大会 ２日㈪
・ちびっこ広場 ６日㈮
・子育て応援フェスタ ８日㈰
・避難訓練 17日㈫
・手作りクッキング 19日㈭
・ぴよぴよ広場 24日㈫
・クリスマス会 25日㈬

南児童館　　　　☎（84）3456
・避難訓練 ６日㈮
・ドッジボールをしよう　　
 10日㈫
・にこにこ広場 13日㈮
・みんなでクッキング 16日㈪
・クリスマス会 25日㈬
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ごかのごかの
　お知らせ　お知らせ

（No.531）

役場の代表電話は☎（84）1111です

お
し
ら
せ

（
健
康
福
祉
課
）

　
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・

父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん
の
新
入
学

時
に
祝
品
（
学
用
品
）
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
該
当
児
童
の
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
で
祝
い
品
の
贈
呈
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
令
和
2
年
1
月
10
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
先

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
☎
０
２
９
（
２
２
１
）
７
５
０
５

（
町
民
税
務
課
）

　
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
に
農
業
を
営
み
農
産
物

の
販
売
金
額
に
よ
る
収
入
等
が
あ
っ

た
人
は
、
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
な
い
農
業
（
農
産
物
を
全
く

出
荷
・
販
売
せ
ず
に
、
自
家
用
の
飯

米
や
野
菜
の
み
の
場
合
）
に
つ
い
て

は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
記
帳・帳
簿
等
の
保
存
が
必
要
で
す
。

・
記
帳
す
る
内
容

　
売
上
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ

や
経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
取
引
の
年
月
日
・
売
上
先
・

仕
入
先
・
経
費
の
金
額
等
を
帳
簿

に
記
載
し
ま
す
。

・
帳
簿
等
の
保
存

　
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て

作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請

求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
収
入

金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳

簿
は
７
年
、
そ
の
他
（
請
求
書
・

領
収
書
等
）
は
、
５
年
保
存
が
必

要
で
す
。

○
事
前
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
入
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
者
ご
自

身
に
よ
る
収
支
計
算
の
も
と
行
う

も
の
で
す
。
今
年
度
も
令
和
２
年

２
月
に
農
業
所
得
事
前
相
談
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告

は
、
例
年
混
雑
し
ま
す
。
申
告
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
ぜ
ひ
相

談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
青
色
申
告
は
、
納
税
者
自
ら
税
法

に
従
っ
て
計
算
し
、
納
税
す
る
制

度
で
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　
土
地
や
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産

税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
年
内
に
家
屋
の
滅
失
（
取
り
壊

し
）
や
増
築
・
改
築
を
さ
れ
た
、
ま

た
は
、
売
買
な
ど
に
よ
り
未
登
記
家

屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
町

民
税
務
課
ま
で
届
出
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
地
の
現
況
地
目
を
変
更

し
て
い
る
場
合
に
も
同
様
で
す
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
で
登
記

を
済
ま
さ
れ
て
い
る
場
合
、
届
出
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

土
地・家
屋
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す　

年
末
年
始
の
休
館・休
業
日

等
の
お
知
ら
せ

農
業
所
得
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

ごみ収集・し尿処理 さしま斎場（火葬場） 役　　場

12月28日㈯～１月５日㈰ 12月31日㈫午後５時～１月３日㈮
※火葬、告別式場、動物炉、霊柩車の使
用は、できません。

※霊安室は、12月30日㈪まで使用でき
ます。ただし、12月31日㈫に火葬す
るご遺体まで。

12月28日㈯～１月５日㈰
※日直業務（戸籍届出の受付）は、実施
します。

 中央公民館 西児童館・南児童館

12月28日㈯～１月４日㈯ 12月27日㈮正午～１月５日㈰

ふれあいセンター 福祉センター「ひばりの里」 道の駅ごか

12月29日㈰～１月３日㈮ 12月27日㈮～１月３日㈮ 12月31日㈫～１月２日㈭
※3日㈮は一部営業、4日㈯から通常営業

令
和
2
年
度
小
学
校
新
入
学
児
童

に
対
す
る
入
学
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す
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「
歯
周
病
予
防
検
診
」の
受

診
期
間
が
残
り
わ
ず
か
で
す

診
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　 

6
月
、
8
月
に
実
施
し
た
が
ん
検

診
未
受
診
の
方
を
対
象
に
、
今
年
度

最
後
の
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
検
診
日
時
　
12
月
７
日
㈯

　
午
前
8
時
～
午
前
11
時

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
方
は
、
午
前

11
時
30
分
ま
で
受
付
で
き
ま
す
。

○
検
診
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
料
金 

・
成
人
健
診

　
20
歳
以
上
39
歳 

２
，
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

 
（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

　
40
歳
以
上 

 

無
　
料

・
胃
が
ん

　
40
歳
以
上
69
歳 

１
，
０
０
０
円

　
70
歳
以
上  

５
０
０
円

・
大
腸
が
ん

　
40
歳
以
上
69
歳 
５
０
０
円

　
70
歳
以
上  
３
０
０
円

・
喀
痰
検
査
（
問
診
該
当
者
）

　
40
歳
以
上
69
歳 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上 

３
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
（
男
性
の
み
）

　
40
歳
以
上
69
歳 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上 

５
０
０
円

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　
健
康
を
守
り
、
生
活
習
慣
病
を
効

果
的
に
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
を
実
施
し
ま
す
。

　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
以
上
の
方
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
の
方
が
対
象
で
す
。
ま

だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

○
健
診
日
　 

12
月
７
日
㈯

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
が
ん
検
診

の
日
に
受
診
で
き
ま
す
。

○
受
付
時
間

　
午
前
８
時
～
午
前
11
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
持
参
す
る
も
の

・
健
康
保
険
証
、
受
診
券

・
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
手
帳

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
持
っ
て
い

る
方
）

・
ス
リ
ッ
パ

○
自
己
負
担
金

・
国
保
加
入
者
　
　 

１
，
７
０
０
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　
基
本
項
目
の
み
　
　
　
　
無
料

（
詳
細
項
目
希
望
者
は
、７
０
０
円
）

※
本
年
度
、
す
で
に
受
診
さ
れ
た
方
、

ま
た
、
町
補
助
の
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
方
は
、
特
定
健
診
は
受

（
町
民
税
務
課
）

　
本
町
で
は
、
歯
周
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
目
的
に
『
無
料
の

歯
周
病
予
防
検
診
』
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
の
方
で
、
ま
だ
、
受
診
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者
　

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
の
う
ち
、
年
度
内
に
55
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
年
齢
に
達
す
る
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
検
診
の
受
診

票
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
期
限

　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

※
無
料
検
診
は
、
こ
の
期
間
中
１
回

限
り
と
な
り
ま
す
。

○
受
診
場
所

　
送
付
し
て
あ
る
「
実
施
医
療
機
関

一
覧
」
に
記
載
の
あ
る
歯
科
医
療

機
関

○
受
診
方
法

　
歯
科
医
院
に
本
町
が
実
施
す
る
歯

周
病
予
防
検
診
で
受
診
す
る
こ

と
を
伝
え
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
検
診
料
は
、
無
料
で
す
が
、
治
療

を
行
う
場
合
は
、
別
途
料
金
が
か

か
り
ま
す
。

※
受
診
票
等
の
再
発
行
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
肝
炎
検
査

　
40
歳
の
方
、
41
歳
歳
以
上
69
歳
ま

で
の
方
で
、
過
去
に
肝
炎
検
査
を

し
て
い
な
い
方 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
し
て

い
な
い
方 

３
０
０
円

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
生
活
安
全
課
）

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
毎
年
１
回
、

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
予
防
注
射
を
お
済
み
で
な

い
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
ら
、
獣
医

師
が
発
行
す
る
「
注
射
済
証
明
書
」

を
生
活
安
全
課
へ
持
参
し
、
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
都
市
建
設
課
）

　
町
道
の
修
繕
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
道
７
号
線
道
路
修
繕
工
事

○
工
事
期
間
　
12
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者
　
㈱
阪
東
組

・
町
道
１
５
６
３
号
線
道
路
修
繕
工
事

○
工
事
期
間
　 

12
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
江
川
地
内

○
施
工
業
者
　
㈱
青
木
建
設

○
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
建
設
課
　
建
設
・
地
籍
Ｇ

　
☎

（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

特
定
健
診
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済

み
で
す
か

道
路
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

×

N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号 1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

●
童夢公園

権
現
堂
川国道４号線

NNN

×

五霞土地改良区
冬木下機場

五霞町消防団
第四分団詰所 ●

N

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所 ●

●

●

大崎
工業団地

大崎
工業団地

小手指配水場
●

●

浄
徳
院

N N

八坂
神社

隆岩寺

●

●

権
現
堂
川

工事箇所工事箇所

NN

工事箇所工事箇所

●

●

●

新４号国道

県道西関宿・栗橋線道の駅
ごか

五霞東小

福祉センター
ひばりの里 ごかみずべ

公園

●

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

舟渡橋

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

×

N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号 1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

●
童夢公園

権
現
堂
川国道４号線

NNN

×

五霞土地改良区
冬木下機場

五霞町消防団
第四分団詰所 ●

N

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所 ●

●

●

大崎
工業団地

大崎
工業団地

小手指配水場
●

●

浄
徳
院

N N

八坂
神社

隆岩寺

●

●

権
現
堂
川

工事箇所工事箇所

NN

工事箇所工事箇所

●

●

●

新４号国道

県道西関宿・栗橋線道の駅
ごか

五霞東小

福祉センター
ひばりの里 ごかみずべ

公園

●

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

舟渡橋
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12月21日㈯午前9:30～正午

助産師、保健師による講話
・妊娠中の過ごし方
・おふろの入れ方実習
・ビデオ「赤ちゃん このすばらしき生命」
・母乳相談
・妊婦体験（家族）
・乳幼児揺さぶられ症候群について

昨年の様子

（
健
康
福
祉
課
）

　
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
変
化

や
出
産
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
、
ま

た
母
乳
に
つ
い
て
「
パ
パ
・
マ
マ
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
じ
季

節
に
出
産
す
る
お
母
さ
ん
同
士
、
お

友
だ
ち
作
り
の
場
と
し
て
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
内
容

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者
　
町
内
在
住
の
妊
婦
及
び

　
そ
の
家
族

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
12
月
18
日
㈬
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
（
土
・
日
は
除
く
）

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
上
下
水
道
課
）

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
水
道
管
や

水
道
メ
ー
タ
ー
等
が
凍
結
し
、
水
が

出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
特
に
凍
結
し
や
す
い
場
所

・
風
当
た
り
が
強
い
戸
外
に
あ
る
水

道
管

・
北
向
き
で
、
日
陰
に
あ
る
水
道
管

・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

○
防
寒
の
仕
方

　
水
道
管
に
保
温
材
を
巻
き
、
じ
ゃ

口
が
破
裂
し
や
す
い
の
で
上
部
ま

で
完
全
に
包
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
保
温
材
が
な
い
場
合
、
身
近
な
も

の
と
し
て
毛
布
や
布
な
ど
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、
タ

オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
、
ゆ
っ

く
り
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管

や
蛇
口
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
あ
る
止
水
栓
を
締
め
、
指
定
工

事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

　
止
水
栓
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
場

合
、
破
裂
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
や

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
、

応
急
処
置
を
し
て
か
ら
、
指
定
工

事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

※
指
定
工
事
業
者
が
分
か
ら
な
い
場

合
、
上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
上
下
水
道
課
　
水
道
Ｇ

　
☎

（84）
３
０
０
０
（
直
通
）

（
政
策
財
務
課
）

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、「
経
済
セ

ン
サ
ス–
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て

の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活

動
状
態
等
の
基
本
的
構
造
を
全
国
及

び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す
る

各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
す
べ
て

の
事
業
所
の
活
動
状
態
を
実
地
に
確

認
し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な

ど
一
部
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配

布
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
、
五
霞
町

に
お
い
て
は
、
12
月
か
ら
令
和
２
年

３
月
ま
で
の
４
か
月
間
行
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
調
査
へ
の
ご
理
解・ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
政
策
財
務
課
　
政
策
Ｇ

　
☎

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

（
生
活
安
全
課
）

　
有
害
鳥
獣（
カ
ラ
ス
）の
銃
器
に
よ

る
駆
除
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

・
１
回
目
　
12
月
１
日
㈰

・
２
回
目
　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰

※
両
日
と
も
日
の
出
か
ら
日
の
入
り

ま
で（
悪
天
候
で
も
実
施
し
ま
す
）

○
実
施
区
域
　
五
霞
町
全
域

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　
食
生
活
改
善
推
進
員
が
講
師
と
な

り
、
将
来
の
健
康
に
必
要
な
食
に
つ

い
て
学
ぶ
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
12
月
24
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

○
対
象
者
　
高
校
生
及
び
大
学
生

○
定
員
　
先
着 
20
名

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
期
限
　
12
月
19
日
㈭

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
食
生
活
改
善
推
進
員
会
　
事
務
局

 

（
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室
内
）

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
教
育
委
員
会
）

　
12
月
の
講
座
は
、
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
随
時
受
付
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
12
月
15
日
㈰

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所
　
中
央
公
民
館

○
講
師
　
吉
田
　
優
先
生

　
　
　
　
小
野
　
真
嗣
先
生

○
お
申
込
み
方
法

　
中
央
公
民
館
に
て
、
随
時
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
来
館
（
電

話
可
）
く
だ
さ
い
。

  ○
お
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
Ｇ

　
☎

（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い

カ
ラ
ス
駆
除
を
実
施
し
ま
す

学
生
の
た
め
の
料
理
講
習
会

パ
パ・マ
マ
教
室

町
民
歴
史
講
座　

ヒ
ス
ト
リ
ー

カ
レ
ッ
ジ
の
お
知
ら
せ

募

集

「
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調

査
」を
実
施
し
ま
す

催

し
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○
お
問
い
合
わ
せ 

・
茨
城
司
法
書
士

　
☎
０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

・
茨
城
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
２
９
（
２
５
９
）
７
４
０
０

・
水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局

　
☎
０
２
９
６

（43）
３
９
３
５

　
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
）
は
、

地
方
税
の
手
続
き
を
電
子
的
に
行
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
地
方
税
の
申
告
を
窓
口
に
出
向
く

こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税

理
士
事
務
所
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
主
な
対
象
税
目

・
法
人
市
町
村
民
税

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

・
個
人
住
民
税
（
給
与
支
払
報
告
書

や
特
別
徴
収
関
連
手
続
）

○
利
用
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
０
時

　（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
日
を
除
く
）

※
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

（https://w
w

w
.eltax.lta.

go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
一
般
社
団
法
人
　
地
方
税
共
同
機
構

　
☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９

相

談　（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
、
福
祉
、
教
育
、

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
３
５
９
５
（
直
通
）（

産
業
課
）

　
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ
ん
の
消

費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け

た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専
門
の
相

談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

○
日
時
　
12
月
11
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

  

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里
　

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

消
費
生
活
相
談

生
活
相
談

（
健
康
福
祉
課
）

　
町
で
は
障
害
者
（
児
）
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ

の
方
に
合
わ
せ
た
情
報
の
提
供
・
助

言
を
行
っ
て
い
る
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
窓
口
に
は
専
門
の
相
談
員
が

配
置
さ
れ
、
身
体
的
・
知
的
・
精
神

的
な
ど
の
障
害
に
つ
い
て
、
障
害
者

（
児
）
が
か
か
え
る
様
々
な
悩
み
・
問

題
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
事
前
に
電
話
等
で
予
約
い
た
だ

け
れ
ば
、
自
宅
訪
問
も
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
12
月
6
日
㈮

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

○
場
所
　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
不
動
産
の
相
続
登
記
を
せ
ず
に
放

置
し
て
お
く
と
、
権
利
関
係
が
複
雑

と
な
り
、
後
に
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が

起
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
相
続
登
記
を
し
ま
せ
ん
か
。

障
害
者
相
談示示

掲掲

板板

相
続
登
記
は
お
済
で
し
ょ

う
か
？ 

地
方
税
の
申
告
は

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
が
便
利
で
す

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
広
告
」
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

「町公式ホームページ」の公共性を
損なうおそれのない企業及び個人
（町内外は問いません）
各月の１日から末日までの１か月を
単位とし、連続する最長期間は、12
か月とします。

町公式ホームページのトップ画面で
町が指定した位置とします。

1枠　1か月　10,000円

　3か月以上連続して掲載する場合の掲載料金は次のと
おりとなります。
⑴ ３か月連続して掲載する場合　１か月につき9,000円
⑵ ６か月連続して掲載する場合　１か月につき8,000円
⑶12か月連続して掲載する場合　１か月につき7,000円

○お問い合わせ　総務課　広報戦略G　☎（84）1111（内線226）

広告掲載
内容

広告掲載
内容

広告掲載
期間

広告掲載
箇所

広告掲載料
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○
利
用
方
法

　
い
ば
ら
き
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
（
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
）
」
の
紙
カ
ー

ド
、
も
し
く
は
、
ア
プ
リ
画
面
を

協
賛
店
で
提
示
を
す
る
と
特
典

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
有
効
期
限

①
新
婚
予
定
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
、
発

行
日
か
ら
１
年
間

②
新
婚
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
、
結
婚
し

た
日
か
ら
１
年
間

※
①
と
②
を
合
わ
せ
て
最
長
２
年
間

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
少
子
化
対
策
課

　
〒
３
１
０
‐
８
５
５
５

　
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
６
１

※
受
付
時
間
は
、
平
日
開
庁
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
一

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
等
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明

書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
11
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
年
末
調
整
、
ま
た
は
、
確
定
申
告
の

手
続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書

や
領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
下
館
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
９
６

（25）
０
８
２
９

　
県
税
事
務
所
で
は
、
車
検
用
納
税

証
明
書
の
他
に
、
次
の
２
種
類
の
証

明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

①
税
目
別
、
年
度
ご
と
の
納
税
状
況

の
証
明
書

②
す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
の
未
納

の
な
い
こ
と
の
証
明
書

※
申
請
前
に
、
ど
ち
ら
が
必
要
か
ご 

確
認
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑

と
で
、
社
会
全
体
で
結
婚
を
応
援
す

る
機
運
の
醸
成
と
結
婚
へ
の
後
押
し

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
い
ば
ら
き

新
婚
夫
婦
等
優
待
制
度
「
い
ば
ら
き

結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
（
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｓ

Ｓ
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
み
対
象
者

①
新
婚
の
カ
ッ
プ
ル

②
お
お
む
ね
１
年
以
内
に
結
婚
を
予

定
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル

※
県
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
18
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

○
交
付
窓
口

　
県
内
市
町
村
担
当
窓
口
（
婚
姻
届

受
理
窓
口
）
に
お
い
て
、
婚
姻
届

を
提
出
し
た
夫
婦
１
組
に
対
し
、

１
枚
の
交
付
を
し
ま
す
。

※
窓
口
開
庁
時
間
内
に
限
る
。

　
そ
の
他
申
請
を
す
る
場
合
は
、
茨

城
県
少
子
化
対
策
課
へ
郵
送
で
の

申
込
み
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
プ

リ
ス
ト
ア
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
「
い
ば
ら
き
結
婚
応
援

パ
ス
ポ
ー
ト
」
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
協
賛
店
お
得
情

報
も
ご
確
認
で
き
ま
す
。

 

 

【
教
養
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文
】

　
令
和
２
年
１
月
26
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

　
（
受
付
　
午
前
８
時
～
）

　
古
河
市
役
所
　
三
和
庁
舎

　
（
古
河
市
仁
連
２
０
６
５
）

・
第
２
次
試
験

【
面
接
試
験
】

　
２
月
中
旬
予
定
（
会
場
未
定
）

※
合
格
者
の
発
表
は
、
合
否
に
関
わ

ら
ず
各
個
人
に
通
知
し
ま
す
。

○
試
験
申
込
書
等
の
請
求

　
茨
城
西
南
広
域
事
務
局
、
利
根
老

人
ホ
ー
ム
、
古
河
市
役
所
・
下
妻

市
役
所
、
坂
東
市
役
所
、
常
総
市

役
所
、
八
千
代
町
役
場
、
境
町
役

場
、
五
霞
町
役
場
の
企
画
担
当
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
込
用
紙
等
は
、
当
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
事
務
組
合
利
根
老
人
ホ
ー
ム

　
職
員
採
用
担
当
（
大
森
）

　
☎

（87）
２
１
２
０

　
茨
城
県
で
は
、
市
町
村
や
県
内
企

業
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
対
象
者
に

協
賛
店
で
様
々
な
特
典
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
こ

  

（
法
人
は
、
代
表
者
の
登
録
印
）

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の

  

（
運
転
免
許
証
等
顔
写
真
付
き
の
も

　
の
）

・
証
明
手
数
料
（
現
金
）

　
（
１
件
に
つ
き
４
０
０
円
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
直
近
（
約
２
週
間
程
度
）
に
県
税

を
納
め
た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　
☎

（87）
１
１
２
０

　
令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

○
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
支
援
員
　
１
名
程
度

○
受
験
資
格

　
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
学
歴
不
問
）

○
受
験
申
込
み
期
間

　
12
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
27
日
㈮
の

消
印
ま
で
有
効
。

○
試
験
日
時
及
び
会
場

・
第
１
次
試
験

「
い
ば
ら
き
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト（
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ(

ア
イ
パ
ス)
）」

の
配
布
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
の
送
付
に
つ
い
て　

県
税
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
茨
城
西
南
地
方
広

域
市
町
村
圏
利
根
老
人
ホ
ー
ム

職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

※通信費は、
　個人負担と
　なります。
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て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ

　
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
（
８
８
７
）
２
６
０
５

　
茨
城
県
で
は
、
人
材
派
遣
会
社
の

マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、「
い
ば
ら
き
保
育
人
材
バ
ン

ク
」
を
設
置
し
、
保
育
の
仕
事
に
関

わ
り
た
い
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
結
婚
や
出
産
な
ど
で
保
育
士
を

離
職
中
で
、
復
職
を
検
討
し
て
い
る

方
、
保
育
士
の
資
格
は
無
い
が
保

育
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の

希
望
に
合
っ
た
保
育
施
設
を
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ク
に
よ
り
保
育
士

と
し
て
、
職
場
復
帰
に
不
安
の
あ
る

方
を
対
象
と
し
た
復
職
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、
資
格
が
無

い
方
に
は
、
保
育
士
資
格
の
取
得
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
茨
城
県 

子
ど
も
未
来
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
５
２

・
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱

　
つ
く
ば
支
店

　
☎
０
１
２
０
（
６
０
４
）
１
４
８

　
水
戸
オ
フ
ィ
ス

　
☎
０
１
２
０
（
５
５
７
）
１
３
６

　
特
定
建
設
資
材
を
用
い
た
建
築
物

の
解
体
工
事
・
新
築
工
事
等
で
一
定

規
模
以
上
の
工
事
を
行
う
場
合
、
発

注
者
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
届

出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
解
体
工
事

を
行
う
に
は
、
自
主
施
工
を
除
き
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
解
体
工
事
業

の
登
録
、
ま
た
は
、
建
設
業
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
特
定
建
設
資
材
と
は
…

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
か
ら
成
る
建

設
資
材

◇
木
材

◇
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

○
対
象
建
設
工
事
の
種
類
毎
に
お
け

　
る
規
模
の
基
準

①
建
築
物
の
解
体
工
事

　
床
面
積
の
合
計
80
㎡
以
上

②
建
築
物
の
新
築
・
増
築
工
事

　
床
面
積
の
合
計
５
０
０
㎡
以
上

③
リ
フ
ォ
ー
ム
等

　
請
負
金
額
１
億
円
以
上

④
土
木
工
事
等

　
請
負
金
額
５
０
０
万
円
以
上

※
②
や
④
な
ど
の
場
合
で
、
現
場
に

お
い
て
特
定
建
設
資
材
を
使
用
し

て
い
れ
ば
届
出
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

○
届
出
内
容

　
建
築
物
等
の
構
造
、
工
事
着
手
時

期
、
計
画
等
に
つ
い
て

○
届
出
期
限

　
工
事
の
着
手
７
日
前
ま
で

○
届
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
建
築
指
導
課

　
建
築
Ｇ

　
☎
０
２
９
６

（24）
９
１
４
９

○
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
解
体
工
事

　
業
の
登
録
の
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
土
木
部
検
査
指
導
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
４
３
８
６

　
「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？
」
就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不

安
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
若
者
の

就
労
支
援
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
西
サ
ポ
ス
テ
で
は
課
題
克
服
の

為
の
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
、
面
接
練
習
、

履
歴
書
添
削
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
日
時

・
12
月
10
日
㈫

・
令
和
2
年
1
月
14
日
㈫

　
両
日
、
午
後
2
時
～
午
後
4
時

※
前
日
ま
で
の
予
約
制
　

○
場
所
　
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
相
談
室

○
対
象
　
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
方
、

　
ま
た
は
、
保
護
者
・
関
係
者

○
お
問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
委
託
事
業

　
い
ば
ら
き
県
西
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー 

　
シ
ョ
ン

　
☎
０
２
９
６

（54）
６
０
１
２

建
築
物
を
解
体
予
定
の
方
へ

　
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月

10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年

12
月
10
日
が
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の
人
権

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
に
あ
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
の
理
解
を
深
め
、
お
互
い
に

相
手
の
立
場
を
尊
重
し
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
令
和
元
年
度
啓
発
活
動
年
間
強
調 

　
事
項

①
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

②
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

③
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

④
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

　
を
な
く
そ
う

⑤
同
和
問
題
（
部
落
問
題
）
を
解
消

　
し
よ
う

⑥
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や

　
差
別
を
な
く
そ
う

⑦
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

⑧
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

　
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

　
く
そ
う

⑨
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

　
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

⑩
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

　
に
配
慮
し
よ
う

⑪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

　
権
侵
害
を
な
く
そ
う

⑫
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

　
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

⑬
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差

　
別
を
な
く
そ
う

⑭
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

　
差
別
を
な
く
そ
う

⑮
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差

　
別
を
な
く
そ
う

⑯
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

⑰
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見

　
や
差
別
を
な
く
そ
う

○
お
問
い
合
わ
せ

　
水
戸
地
方
法
務
局

　
☎
０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
１
９

　
頭
を
強
く
ぶ
つ
け
た
り
、
脳
卒
中

等
の
病
気
で
倒
れ
た
り
し
た
後
、「
新

し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い
」、「
人
が

変
わ
っ
た
」、「
今
ま
で
と
違
う
」等
と

感
じ
た
ら
、高
次
脳
機
能
障
害
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
外
見
か

ら
は
分
か
り
づ
ら
く
、
周
り
か
ら
見

過
ご
さ
れ
た
り
、
本
人
も
気
づ
か
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
茨
城
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
任
の
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
を
行
っ

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

は
人
権
週
間
で
す

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料
相
談
会

ご
存
知
で
す
か
？

高
次
脳
機
能
障
害

保
育
の
お
仕
事
に
関
わ
り
た

い
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
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風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
性
の
疾
患
で
す
。
一
般
的
に
か
か
っ
た
本

人
は
比
較
的
軽
症
な
場
合
が
多
い
の
で
す

が
、
問
題
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し

ん
に
か
か
る
と
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染

が
及
び
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
（
Ｃ
Ｒ

Ｓ
）
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
Ｃ
Ｒ
Ｓ
は
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に

先
天
性
心
疾
患
、
難
聴
、
白
内
障
な
ど
の

障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
妊
婦
に
な
っ
た

と
き
に
風
し
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
、
周
囲
の
人
が
妊
婦
に
移
さ
な
い
よ
う
に

す
る
、
そ
し
て
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち

を
み
ん
な
で
守
る
と
い
う
こ
と
が
風
し
ん

対
策
で
す
。

　

昨
年
の
夏
頃
か
ら
、
今
年
に
か
け
て
成

人
男
性
を
中
心
と
し
た
風
し
ん
の
流
行
が

あ
り
ま
し
た
。
９
月
末
現
在
、
全
国
の
風
し

ん
患
者
数
は
２
，
２
２
２
人
で
、
そ
の
う
ち

の
約
８
割
は
男
性
で
す
。
特
に
、
40
代
が
多

い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

風
し
ん
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
の

が
、
予
防
接
種
で
す
。
こ
れ
ま
で
定
期
予
防

接
種
の
機
会
が
な
い
ま
ま
大
人
に
な
り
、

最
近
の
流
行
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
「
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

の
男
性
」
に
は
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
予

防
接
種
が
無
料
で
で
き
る
「
風
し
ん
の
追

加
的
対
策
」
を
今
年
度
か
ら
３
年
間
に
限

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
対
象
は
「
昭
和
47
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
」
で
、
対
象
の
方
に
は
、
町
か
ら
「
ク
ー

ポ
ン
券
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
抗

体
検
査
を
受
け
、
抗
体
が
不
十
分
な
場
合

は
、
予
防
接
種
を
無
料
で
行
う
事
が
で
き

ま
す
。
（
約
１
０
，
０
０
０
円
相
当
）　

　

な
お
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
来
年

度
以
降
に
な
り
ま
す
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
風
し
ん
流
行
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
友
人
、
同

僚
な
ど
、
周
囲
に
い
る
妊
婦
へ
の
感
染
を
防

ぎ
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る

よ
う
、
検
査
や
必
要
に
応
じ
た
予
防
接
種

を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課　
保
健
師

地
域
の
皆
様
を
お
招
き
し

西
小
ま
つ
り
を
開
催

　
10
月
26
日
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
今
年
も
西
小
ま
つ
り
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
、
会
場
全
員
で
『
も
み
じ
』

を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
毎
日
の
登
下
校
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
様
に
、
さ
さ
や

か
な
が
ら
、
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
一
、二
、三
年
生
が
ダ
ン
ス
「
レ

モ
ン
」「
パ
プ
リ
カ
」
を
元
気
に
踊
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
四
、五
、六
年
生
が
音
楽
会
に
向
け

た
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
合
唱
曲
『
ふ
る

さ
と
』
そ
し
て
合
奏
曲
『
L
e
t 

I
t 

G
o
』

を
そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
音
色
で
披
露
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
の
学
年
発
表
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
披
露

し
、
見
学
に
来
ら
れ
た
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
担
当
の
児
童
た
ち
も
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に

て
い
ね
い
に
説
明
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し

く
活
動
で
き
ま
し
た
。

　
お
昼
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
さ
ら
に
町
青

少
年
相
談
員
会
長
の
鈴
木
昇
さ
ん
の
ご
協
力

で
、
前
日
の
仕
込
み
か
ら
当
日
の
調
理
、
配
付

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、「
け
ん
ち
ん
汁
」「
か
ら

あ
げ
」「
ご
飯
」を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
ご
飯
は
、
五
年
生
た
ち
が
学
校
農
園

で
作
っ
た
お
米
を
炊
い
て
お
配
り
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
芸
術
鑑
賞
会
で
は
、「
T
E
A
M 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ラ
ボ
」
に
よ
る
楽
し
く
す
ば

ら
し
い
演
技
な
ど
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

児
童
も
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
、地
域
の
皆
様
方
に
は
、

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
本

校
児
童
の
安
全
・
安
心
な
教
育
活
動
へ
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

The

風
し
ん
の
追
加
的
対
策

五霞西小学校

学校コーナー学校コーナー
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 総務課広報担当☎84―1111（内線226） 

人

人
人

世帯

（ 人）

（ 　 人）
（95人）

（ 　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎84―3000

11

8,547

4,322
4,225

3,289

222

127

169

 前月比  －16人 （－5人）

12月の納税 ▶納期限…12月25日（水）まで

▶12月の開設日
26日（木）：午後５時15分～７時

2019年 月 小児医療輪番制

※ 輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町） ☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）……… ☎23―7111
友愛記念病院（古河市）………… ☎97―3000

古河古河病院（古河市）……………… ☎47―1010

町長（直通）■84―1550　FAX

４期 町民税務課 税務G ☎84―1966 
６期国民健康保険税 町民税務課 税務G ☎84―1966 
６期後期高齢者医療保険料 町民税務課 税務G ☎84―1966
６期介 護 保 険 料 健康福祉課 高齢者支援G ☎84―0006

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、短縮ダイヤル＃7119
又は☎03―5367―2365

24時間365日

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、短縮ダイヤル＃8000
その他の電話からは☎03―5367―2367

24時間365日

休日等 土曜日、日曜日、祝祭日

開庁時間 午前8

その他

時30分～午後５時15分

証明書種類
○住民票　　○印鑑証明

 

必要なもの
マイナンバーカードが必要です！

（電子証明書　数字4ケタの暗証番号）
 ※ない方は、事前に作成・登録してください。

　町民税務課 町民Ｇ　☎84―1965（直通）

または郵送手続きをご利用ください。

○お問い合わせ

※戸籍謄抄本が必要な方は平日開庁日

町 県 民 税

輪番日…月～土曜日：午後６時～午後11時
日・祝・年末年始（¹²/₂₉▶¹/₃）：午前9時～午後4時

クリスマス会（西・南児童館）

五霞・境人権教育研修会（中央公民館）

町税等夜間収納（各窓口）

12月28日㈯から
１月３日㈮までは
ごみ収集を行い
ません。

【休日等窓口】※12/28㈯をもって終了となります。

コンビニ交付サービス（ミニストップのみ）を
ご利用ください

12/29▶1/3

12
日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

日赤

古河

古河

日赤

日赤

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

紙類

不燃性粗大ごみ

びん類・ペットボトル

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃性粗大ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

可燃ごみ

缶類

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

日赤

友愛

西南

友愛

西南

乳幼児健康相談（保健センター）

ドッジボール大会（西児童館）
道の駅定休

休日納付相談（各担当課）
カラス駆除（町内全域）

ちびっ子広場（西児童館）
避難訓練（南児童館）

障害者相談（役場１階　小会議室）

子育て応援フェスタ（西児童館）
婚活パーティー（ホテルグリーンコア（幸手市））

がん検診・特定健診（保健センター）　西児童館臨時休館
無いぞー脂肪教室（保健センター）

消費生活相談窓口（ひばりの里）

ドッジボールをしよう（南児童館）
親子ヨガ教室(ふれあいセンター)

みんなでクッキング（南児童館）
道の駅定休

避難訓練（西児童館）

町民歴史講座（中央公民館）

手作りクッキング（西児童館）

ぴよぴよ広場（西児童館）　親子ヨガ教室(ふれあいセンター)
学生のための料理講習会（保健センター）

パパ・ママ教室（保健センター）

道の駅年末休

すくすく相談（保健センター）
にこにこ広場（南児童館）

生活困窮者自立支援事業巡回相談日（役場１階　小会議室）
ふれあいハート教室（保健センター）



 

町
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ン
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w
w
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m
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ホ
ー
ム
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ジ
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w
w
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n.goka.lg.jp/
Eメ
ー
ル
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■
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10
月
23
日
に
、
認
知
症
高
齢
者

が
徘
徊
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
た

「
認
知
症
高
齢
者
へ
の
声
か
け
の
訓

練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
徘
徊
す
る
高
齢
者
役
に

扮
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
、
商
工
会
・
郵
便
局
・
農
協
・

コ
ン
ビ
ニ
を
含
む
9
箇
所
の
声
か

け
ポ
イ
ン
ト
を
歩
き
、
参
加
者
か
ら

「
ど
こ
に
行
く
の
」「
ど
こ
か
ら
来
た

の
」「
何
し
に
行
く
の
」
な
ど
の
声
を

か
け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
認
知
症

は
、
家
族
に
と
っ
て
も
大
変
な
病

気
。
地
域
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
役
の
職
員
か
ら
は

「
質
問
攻
め
に
さ
れ
る
と
圧
迫
感
が

あ
る
」「
背
後
か
ら
の
声
か
け
に
は
気

づ
け
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
は
少

し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因

と
な
る
徘
徊
は
、
事
故
や
ケ
ガ
な
ど

様
々
な
危
険
が
伴
い
、
早
期
発
見
・

保
護
が
大
切
で
す
。
住
民
の
み
な
さ

ん
の
見
守
り
や
協
力
が
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
を
き
っ
か
け
に
、
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

○
認
知
症
高
齢
者
声
か
け
模
擬
訓
練 

を
実
施
し
ま
し
た

○まずは、サポーターになろう
　認知症の方や家族を支えることは、
認知症について正しい知識をもつこと
から始まります。　
　本町では、認知症の方や家族を見守
る「認知症サポーター」の養成講座を
開催しています。
　興味のある方は、地域包括支援セン
ター、または、健康福祉課までお問い
合わせください。
○お問い合わせ
　健康福祉課　高齢者支援Ｇ
　☎（84）0006（直通）

声かけ模擬訓練の様子

オレンジリング

つ
な
が
れ

つ
な
が
れ
!!!!

地
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レ
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輪
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オ
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